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■「外食の値上げ感じる」は60％、ただし、コスト高には一定の理解 

   値段より内容にこだわり          
                                                                 
  →「外食の値上がりを感じる」は60％ 。 
   「外食の値上がりは感じない」 の16％ を大きく上回る。 
  →「原材料費や人件費の上昇を考えると値上げはやむを得ない」は48％。 
   「外食では高くても内容のいいものを食べたい」 が35％。 
  →平均的と思う値段は「牛丼・牛めし」422円、「ラーメン」650円 。 
   ワンランク上だと「牛丼・牛めし」627円、「ラーメン」903円が妥当額 。 

 

 

■プレミアムメニューには36％が「興味ある」  
        

  →過去1年で「小売店でのプレミアム商品の購入」をした人は22％ 。 

  →今後の興味は、 「外食のプレミアムメニューの注文」が最多の36％。 

  →女性20・30歳代は「小売店でのプレミアム商品購入」「具のトッピング」、 

   男性20・30歳代は「外食店の高い新メニュー注文」「大盛り」志向。 

 

 
■ 「プレミアム」は女性に人気。「高級・希少な原材料」のイメージ 
                               

  →「プレミアム」を感じる外食メニューの要素、最多は「高級・希少な原材料（51％）」、 

  2番目は「季節限定（44％）」、3番目は「ブランド食材の使用（40％）」 。 

 

 
 

 

 「外食の値上げ感じる」は60％、コスト高に一定の理解 
平均的と思う価格は「牛丼・牛めし」422円、「ラーメン」650円 

「プレミアムメニュー」には36％が興味あり 
 

2015年9月17日  

株式会社リクルートライフスタイル(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：淺野健)に設置された「食」に関
する調査・研究機関「ホットペッパー グルメ リサーチセンター」（http://grc.hotpepper.jp/）は、外食産業に
おける人件費や原材料費の高騰に伴う昨今の価格改定やプレミアムメニュー投入について、カスタマーの受容性
やニーズに関するアンケートを実施しました。その動向を発表いたします。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
:https://www.recruit-lifestyle.co.jp/support/press/ 
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P5-6 

P7 

 要約 

https://www.recruit-lifestyle.co.jp/support/press/
https://www.recruit-lifestyle.co.jp/support/press/
https://www.recruit-lifestyle.co.jp/support/press/
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調査概要と回答者プロフィール  

◎調査名 

◎調査方法 

◎調査対象 

■事前調査 

①調査目的 

②調査時期 

③調査対象 

④調査内容 本調査への協力意向、普段の外食頻度、普段の中食頻度 

⑤配信数 266,426 件 

⑥回収数 35,707 件 

⑦本調査対象者数 16,515 件 

 ◆本調査対象者の ・本調査では、回答者の偏りをできるだけなくすために、割付をおこなって回収した。 

  割付について ・性年代別10区分×地域別25区分（首都圏地域13区分、関西圏地域8区分、東海圏地域4区分）＝250セル について、 

 平成25年人口推計（総務省）に基づき割付をおこなった。 

・本調査の目標回収数は、首都圏4,000s、関西圏2,000ｓ、東海圏2,000ｓ、合計8,000ｓとした。 

■本調査 

①調査方法 

②調査期間 

③配信数 13,766 件 

④回収数 9,995 件 （回収率 72.6 ％） 

⑤有効回答数 9,911 件 （首都圏 4,898 件、 関西圏 2,634 件、 東海圏 2,379 件） 

 ◆集計方法について 

 3圏域・計 9,911 件 （首都圏： 5,621 件、 関西圏： 2,775 件、 東海圏： 1,515 件） 

 ◆回答者プロフィール（ウェイトバック後） 

    ■性別   ■年代   ■居住地 

・補正後のサンプル数は次の通り。 

首都圏、関西圏、東海圏に住む20～69歳の男女（株式会社マクロミルの登録モニター） 

・事前調査で本調査への協力意向が得られたモニターの中から、脱落率を加味して設定した必要数をランダムに抽出し、本 

  調査の案内メールを通知。 

2015年7月31日（金）～2015年8月10日（月） 

※回収された票のうち、自由回答コメントから、主旨に合わないと判断された票を無効としたほか、 

 事前調査時の普段の外食・中食頻度の回答と、本調査時の1カ月間の外食・中食回数が著しく乖離している場合、 

 事前調査時の住所と、本調査時の住所が、圏域を越えて変わっている場合を無効とした。 

・本調査結果は、平成25年人口推計（総務省）における割付（性年代別10区分×地域別25区分＝250セル）別の構成比に 

合わせてサンプル数を補正したウェイトバック集計をおこなっている。 

2015年6月22日（月）～2015年6月30日（火） 

外食市場調査（2015年7月度） 

インターネットによる調査 

首都圏、関西圏、東海圏における、夕方以降の外食および中食のマーケット規模を把握することを目的に実施した調査（外 

食市場調査）の中で、外食の値段や値上げに関する考えや、プレミアムメニュー・ロープライスメニューに対する興味や経験 

などを聴取。 

首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県）、関西圏（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、滋賀県）、東海圏（愛 

知県、岐阜県、三重県）に住む20～69歳の男女（株式会社マクロミルの登録モニター） 

本調査の協力者を募集するために実施 

男性 

50.3% 

女性 

49.7% 

n=9,911 

歳 20 ～ 29 

17.0% 

30 ～ 39 歳 

21.3% 

歳 40 ～ 49 

23.3% 

59 50 ～ 歳 

17.5% 

69 60 ～ 歳 

20.9% 

n=9,911 

首都圏 

56.7% 
関西圏 

28.0% 

東海圏 

15.3% 

n=9,911 
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1．60％が「外食の値上げ感じる」と回答するも、コスト高には一定の理解 
値段より内容にこだわる傾向 
 

このところ、ファストフードなどを中心に、原材料費や人件費の高騰を背景に値上げのニュースが多いが、消費者は
どのように実感し、どのような内容の外食を求めているかについてアンケートをおこなった。値上げについては、
「値上がりを感じる」が60％ （近い・やや近い計、以下同）を超え、「感じない」 の16％ を大きく上回ったほか、
「品質が伴わない値上げ感がある」も50％という結果に。一方、「原材料費の高騰や人件費の上昇を考えると値上
げはやむを得ない」が48％と、「事情があっても値上げすべきでない」の14％を大きく上回り、値上げについて、
品質上昇が必ずしも伴わない場合でも、一定の理解を得られる状況ともいえそうだ。また、外食予算については、こ
こ1年以内で「かけられるお金は増えた」の18％に対して、「かけられるお金は減った」 が39％と上回った。一方
で、「外食では高くても内容のいいものを食べたい」 の35％に対し、「外食は総額が安いほどよい」 は27％と、こ
のところ続いている外食の「回数は減少しているが、単価は上昇」という傾向が説明できる消費者心理状況が表れる
結果となった。 

■外食の値上げ等に対する考え＜構成比比較＞（全体／それぞれ単一回答） 

Ａ Ｂ

外食の値上がりは感じない 外食の値上がりを感じる

値上げと品質向上のバランスがと
れている

品質の伴わない値上げ感がある

原材料費の高騰や人件費の上昇
を考えると値上げはやむを得ない

事情があっても値上げすべきでは
ない

ここ1年で外食にかけられるお金は
増えた

ここ1年で外食にかけられるお金は
減った

外食では高くても内容のいいもの
を食べたい

外食では総額が安いほどよい

(n=9911) ※補正後

Aに近い

2.3

0.7

5.7

3.4

6.9

ややAに近い

13.4

7.8

41.9

14.1

27.9

どちらとも

いえない

24.0

41.6

38.9

43.6

38.6

ややBに近い

41.5

35.7

9.9

22.6

17.7

Bに近い

18.8

14.2

3.6

16.3

9.0
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構成比

z

z

z
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2．消費者が平均的と思える価格相場、「牛丼・牛めし」422円、「ラーメン」650円 
 
 

価格のイメージがしやすそうな8品目について、「平均的な価格」、「（上）、（松）など品質がワンランク上のメ
ニューとして妥当な価格」、「品質がよくても注文しないと思う価格」の3種類をそれぞれ聴取し、現時点の価格相
場観を探った。「牛丼・牛めし」では平均的価格が422円、ワンランク上のメニューで627円がそれぞれ平均額、ま
た、これ以上は出さない価格の平均は1,013円であった。同様に、「ラーメン」では平均650円、ワンランク上のメ
ニューでは903円、これ以上は出さない価格が1,300円などであった。平均的な価格とこれ以上は出さない価格の関
係は、品目により2倍程度から3倍程度まで差があるが、実際の市中の価格設定よりは、幅が大きそうだ。 

■外食８品目に対する価格相場観（全体／それぞれ単一回答） 

（件数：人※補正後）

「
平
均
的

」
と
思
う
値
段

品
質
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
メ
ニ

ュ
ー

と
し
て
妥
当
だ
と
思
う
値
段

こ
れ
以
上
高
い
と
品
質
が
良
く
て
も

注
文
し
な
い
と
思
う
値
段

牛丼・牛めし 9,911 422 627 1,013

ハンバーガー 9,911 348 556 923

ラーメン 9,911 650 903 1,300

うな重 9,911 1,811 2,738 4,371

握り寿司まぐろ赤身一貫 9,911 236 431 812

焼肉カルビ一人前 9,911 673 1,059 1,757

ホットコーヒー 9,911 286 466 756

ビール中ジョッキ 9,911 440 616 891

単位：平均（円）

※外れ値として、各値段の上下0.1%の範囲のデータを除いて集計している 



5 

3．プレミアムメニューには36％が「興味ある」 
 
過去1年の購入においてなんらかのアップグレード・ダウングレードしたことについて、また、今後興味のあるアッ
プグレード・ダウングレードについても聴取した。過去1年間の経験として、下記のいずれも経験していない人が
42％。裏を返すと、58％の人はいずれかに当てはまると回答した。最多は、「小売店でのプレミアム商品の購入
（22％）」、外食では「具材のトッピング（18％）」が最多、次いで「外食でのプレミアムメニューの注文」「大盛
りの注文」が17％で2位・3位であった。今後の興味では、 「外食のプレミアムメニューの注文（36％）」が最多、
次いで「小売店でのプレミアム商品の購入(35%）」とプレミアムメニュー・商品への注文・購入意向の高さが顕著
であった。 

■興味のある／最近1年以内に経験したプレミアムメニューやロープライスメニュー 

  ＜多い順で並べ替え＞ （全体／複数回答） 

（件数：人※補正後）
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興味のある外食の形態 9,911 35.5 34.8 32.1 29.5 23.4 21.7 14.8 14.6 29.8

最近1年以内に行った
外食の形態

9,911 17.2 22.2 18.2 14.9 17.1 13.7 5.9 4.6 42.2

単位：構成比（％）
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構成比（％）
興味のある外食の形態

最近1年以内に行った外食の形態

※「興味のある外食の形態」で多い順に並び替え 
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4．女性は「小売店でのプレミアム商品購入」や「具のトッピング」、 
男性は「外食店の価格設定の高い新メニューの注文」や「大盛り」志向 

 
 

興味のある外食形態の性年代別傾向をみると、女性の特に20・30歳代で「小売店のプレミアム商品」や「外食メ
ニューへのトッピング」に支持が集まり、男性の特に20・30歳代で「外食の価格設定の高い新メニュー」や「量
の多いメニュー」に支持が集まった。また、女性の20歳代で「コンビニ、スーパーなどのイートインスペース」、
男性50歳代で「ファストフード店」でのちょい飲みが全体平均よりも多い支持を集めた。男女の60歳代では、ど
の項目も相対的にスコアが低めであった。 

■興味のあるプレミアムメニューやロープライスメニュー＜多い順で並べ替え＞ 

（全体／複数回答） 

（件数：人※補正後）
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3圏域計 9,911 35.5 34.8 32.1 29.5 23.4 21.7 14.8 14.6 29.8

男性／20歳代 860 33.4 24.4 30.4 37.3 39.2 19.3 11.1 14.1 30.9

男性／30歳代 1,073 36.3 29.7 36.1 37.8 41.4 20.2 14.6 17.1 28.4

男性／40歳代 1,177 36.1 29.0 32.7 32.6 39.6 21.0 16.0 16.2 27.9

男性／50歳代 869 32.0 26.4 32.4 30.7 30.3 17.8 18.1 20.3 28.6

男性／60歳代 1,005 34.8 26.4 29.8 30.5 17.4 18.5 17.5 16.4 33.3

女性／20歳代 821 38.8 46.1 41.6 34.3 19.6 27.8 14.4 15.8 22.6

女性／30歳代 1,040 39.8 46.5 38.3 30.9 18.2 26.0 18.0 14.9 26.6

女性／40歳代 1,136 37.2 46.0 34.4 25.1 15.2 26.1 14.9 11.8 25.6

女性／50歳代 862 34.3 42.5 25.1 20.3 7.5 22.8 14.3 12.2 31.6

女性／60歳代 1,067 31.5 31.6 20.6 17.0 4.2 17.6 8.8 8.3 41.8

首都圏 5,621 36.1 34.7 33.9 30.6 23.7 22.6 17.5 16.4 28.8

関西圏 2,775 35.7 35.9 29.2 28.3 23.0 21.4 11.6 12.9 30.5

東海圏 1,515 32.7 33.3 30.9 27.9 22.8 18.9 10.7 11.1 32.1

単位：構成比（％）

太字 3圏域計より5ポイント以上高い項目

3圏域計より5ポイント以上低い項目
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5．「プレミアム」の感じ方は女高・男低、最多は「高級・希少な原材料」の使用 
 
プレミアムを感じる外食メニューの要素についても聴取。最多は「高級・希少な原材料（51％）」、次いで「季
節限定（44％）」、3番目は「ブランド食材の使用（40％）」が続いた。性年代別には、男性では全項目にわ
たってスコアが低く、女性は逆にいずれの項目でも男性よりスコアが高かった。また、女性の中では、全世代で
「季節限定」はまんべんなく支持を集め、50・60歳代では「無添加・有機栽培など安全面に配慮」や「産地や生
産者の明示」といった、安心・安全にかかわる項目でややスコアが高めの傾向であった。 

■プレミアム感を感じる外食メニュー＜多い順にソート＞（全体／複数回答） 

（件数：人※補正後）
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3圏域計 9,911 51.0 43.6 39.8 31.4 28.6 27.1 27.1 25.1 24.2 18.8 14.9 0.7 10.1

男性／20歳代 860 37.9 29.3 36.1 28.0 23.7 20.7 12.3 13.3 22.8 16.3 14.1 0.4 20.5

男性／30歳代 1,073 47.7 32.4 40.6 29.5 29.3 21.6 19.9 18.4 24.9 15.8 14.5 0.5 14.4

男性／40歳代 1,177 49.1 33.3 35.1 28.1 28.6 18.3 18.8 19.9 19.8 16.0 11.0 0.9 15.0

男性／50歳代 869 46.5 35.7 33.5 22.6 23.3 19.8 17.3 20.4 20.2 14.3 10.2 0.7 13.9

男性／60歳代 1,005 47.8 38.8 34.9 19.0 29.2 27.0 22.6 27.3 18.2 19.3 13.1 1.0 10.6

女性／20歳代 821 54.1 54.9 45.6 48.2 33.8 36.1 30.3 22.3 26.9 24.9 19.3 0.2 7.1

女性／30歳代 1,040 58.1 49.4 45.0 44.0 33.3 35.5 39.5 28.7 29.4 22.5 19.1 0.7 6.2

女性／40歳代 1,136 59.6 57.0 44.7 40.6 29.5 29.9 35.0 29.8 28.3 20.3 16.7 0.6 4.2

女性／50歳代 862 54.2 53.4 42.6 33.3 27.5 29.9 34.0 33.9 27.7 19.9 16.5 1.2 3.8

女性／60歳代 1,067 52.5 51.6 39.6 22.0 26.8 33.3 39.2 35.7 23.9 19.5 15.0 0.7 6.3

首都圏 5,621 51.1 43.4 39.8 31.5 29.0 27.4 27.8 25.5 25.5 18.6 15.2 0.8 10.2

関西圏 2,775 51.2 44.6 40.3 31.3 29.1 27.4 27.7 26.1 24.1 19.8 15.3 0.8 9.4

東海圏 1,515 50.3 42.2 38.8 31.3 26.2 25.6 23.5 22.1 19.3 18.0 12.9 0.4 11.3

単位：構成比（％）

太字 3圏域計より5ポイント以上高い項目 3圏域計より5ポイント以上低い項目
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